
1.　はじめに

民間事業者等が開発した優れた新技術を積極的
に活用していくことは，コスト縮減や工期短縮，
品質確保，環境影響低減などに大きく貢献し，良
質な社会資本の整備を行う上で大変重要となって
いる。
国土交通省においては，平成 10 年度より

NETIS（新技術情報提供システム）の運用を開
始，平成 18 年度より本格運用に移行し，有用な
新技術の活用促進を図るため，種々の施策を実施
している。
NETIS には，「発注者指定型」，「施工者希望

型」，「試行申請型」，「フィールド提供型」，「テー
マ設定型（技術公募）」などのさまざまな活用の
型（図－ 1）があるが，このうち「発注者指定型」
はコスト縮減・工期短縮・品質向上などに直接つ
ながる技術が多く，この方式の活用をさらに促進
することが現状の重要な課題となっている。
このことから，九州地方整備局では「発注者指

定型」の活用を促進するための種々の取り組みを
行っており，本稿ではこの取り組み状況について
紹介する。

2.　九州地方整備局における
新技術活用状況

ここ数年の九州地方整備局における新技術活用
の推移を図－ 2に示す。
平成 18 年度の NETIS 本格運用以降，九州に

おける新技術活用率は右肩上がりで推移しており，
平成 29年度は 823 件の工事で新技術が活用され，
活用率は 54.8% となり率は過去最高を記録した。
「発注者指定型」，「施工者希望型」で活用され
た技術数の変遷を図－ 3に示す。
平成 29 年度は，発注者指定型 284 技術，施工
者希望型は 2,588 技術が活用された。施工者希望
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図－ 1　新技術活用の型
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型が全体の約 9割を占めている状況となっている。
また，平成 20 年度からの経年変化を見ると，
施工者希望型の件数は工事成績での加点等による
インセンティブの効果もあり，活用件数は大きく
伸びているのに対し，発注者指定型での活用は若
干減少傾向となっている。
発注者指定型で活用されている技術は，コスト
縮減や工期短縮，品質向上につながる技術が多く
採用されており，発注者指定型による活用の促進
が必要不可欠である。
発注者指定型を活用するためには，設計段階で
の検討が必要なことが多く，工種によっては
NETIS に類似技術が多く掲載されており，技術
の比較検討を行うのが困難などの課題も多く，発
注者指定型の活用が進まない一因となっている。

3.　発注者指定型の活用促進に
向けた九州の取り組み

発注者指定型の活用の促進を図るため，九州地
整ではさまざまな取り組みを実施している。以下
にその一例を紹介する。
⑴　発注者および建設コンサルタント会社技術者
への各種支援
発注者指定型の活用を促進するためには，発注
者および建設コンサルタント会社の技術者の意識
向上は必須である。
そこで，以下のとおり各種の支援を行い，意識
の向上を図っている。
《発注者向け》
・発注者指定型運用ルール（案）を策定
・管内事務所へ赴き，過年度の活用実績や活用効
果も含めて新技術に関する説明会を実施（今年
度は管内全事務所を対象に，15 事務所におい
て実施）（写真－ 1）
・若手職員を対象とした新技術に関する研修を実
施（写真－ 2）
・九州技術事務所にて，工法比較検討・歩掛作成
等の支援を実施
・事務所ごとの「新技術活用の目標と取り組みメ
ニュー」の策定

《建設コンサルタント会社の技術者向け》
・建設コンサルタンツ協会との意見交換会を実施
し，新技術活用における課題を抽出

《発注者・建設コンサルタント会社双方向け》

↑
H29目標値ライン

※平成29年度の値は速報値

図－ 2　九州地方整備局における新技術活用率の推移

図－ 3　活用の型別の新技術活用状況
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・工法比較表データベースの整備（後述）
⑵　新技術・新工法説明会の開催
整備局や地方公共団体等の発注者や，建設コン
サルタント技術者等の設計担当者，および施工業
者を対象として，「新技術・新工法説明会」を平
成 24 年度から実施している。
本説明会は，公共事業のコスト縮減，工期短縮
及び品質の確保などを推進することを目的として
九州 7県において実施しており，内容としては，
新技術活用システムの概要，設計段階でのNETIS
情報の活用方法等の説明，および新技術のプレゼ
ンテーション，ブース展示等を行っている（写真
－ 3，4）。九州全体で毎年 1,000 名程度の参加が
あり，新技術に関する情報提供の場としての役割
は大きい。
⑶　工法比較表データベースの整備・運用
事務所担当者への説明会や建設コンサルタント

との意見交換会において，NETIS に掲載されて
いる情報から工法比較検討を行う際に，次のよう
な問題点があることから，検討に多くの労力が必
要となっていることが指摘された。

・NETIS に類似技術が多く掲載されているた
め，技術の抽出に手間がかかる
・各技術の従来技術が統一されていないため，単
純な横並びでの技術比較が困難
・各技術の特徴（長所・短所）がNETIS 上だけ
では分かりにくいため，各開発者への問い合わ
せが必要
・各技術の九州への適応性が不明確
これら課題を解決するため，九州地方整備局独
自の取り組みとして「工法比較表データベース」
の作成を行っている。
工法比較表は，以下 3つのコンセプトを基に作
成を行った。
①　各技術の従来技術を統一し，多数の類似技術
の横並びでの比較を可能とすること
②　各技術の申請者へのヒアリング等にて，統一
した従来技術に基づく，施工費用・施工日数・
各種試験結果・設計条件などの情報を補完し，
NETIS 申請情報で不足している情報の充実を
図ること
③　設計する現場の仕様（条件）に合った技術を

写真－ 1　事務所説明会

写真－ 2　若手職員への研修

写真－ 3　新技術・新工法説明会（プレゼンテーション）

写真－ 4　新技術・新工法説明会（ブース展示）
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抽出できるよう，条件を設定できるようにする
こと
これらの課題をクリアするため，産学官の有識
者で構成されるWGを設置し，各個別技術の詳
細な内容について検討を行った。
工法比較表データベースの一例（深層混合処理

工（機械撹拌）の例）を図－ 4および図－ 5に示す。
条件入力シート（図− 4）に比較検討を行う現
場の土質・改良径・改良長などの条件をチェック
ボックスで選択すると，多数の類似技術から条件
に合う技術・仕様が絞り込まれる（この事例では，
15 技術 140 仕様の類似技術から，条件に合う 9
技術 9仕様に自動的に絞られている）。
絞り込まれた結果が，図− 5のように各技術横
並びで一覧表となって出力される。
一覧表には，NETIS 申請情報に記載されてい
る情報や，事後評価結果の情報だけでなく，従来
技術を統一した各種補完情報や九州での適用性の
有無といった情報を網羅している。
これを用いることで，事務所担当者や建設コン

サルタント会社の技術者が多大な労力をかけずに
技術の比較検討を行えるような仕組みとなっている。
工法比較表データベースは，各事務所からの要
望が高い工種から順次整備を進めており，現時点

では軟弱地盤処理に関する 4工種，コンクリート
構造物補修に関する 5工種の整備が完了している。
今後，道路舗装に関する工種等にも適用できる
よう，さらなる検討を進めているところである。

4.　おわりに

現在，国土交通省をあげて取り組んでいる「生
産性革命」や「インフラメンテナンス」，「良質な
社会資本整備」などの施策を実現するにあたり，
有用な新技術の積極的な活用が大きな役割を果た
している。
優れた技術は，公共工事の品質の確保に貢献
し，良質な社会資本整備を通じて豊かな国民生活
の実現や安心安全の確保，良好な環境の創出に寄
与することから，開発された技術を公共工事にお
いて活用していくことは，建設業界の発展にも資
するものと考えている。
九州地方整備局としては，開発者が新技術の開
発意欲がわく仕組み作りの推進および発注者指定
型での活用の促進のため，産学官で協力を行いな
がら，今後も引き続き種々の支援を実施していき
たいと考えている。

図－ 4　工法比較表データベース条件入力シート
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